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小関先生の作品が「新制作展」に展示 

 国立新美術館で行われた第８５回の「新制作展」にもりあげる会の創設者である元横浜国立大学教授

の小関利雄先生の作品が展示されていました。 

 新制作展絵画部の企画展示として行われた「次代を担ってきた作家たち２０２２」の中で展示されて

いました。 

 本会のアドバイザーでもあり、新制作の公募展に出品された小川あぐりさんからお知らせをいただき、

先日展覧会を鑑賞してきました。小関先生の作品は４点展示されており、素朴さの中にものびやかな表

現が感じられ、いずれも優しさに溢れていて、観ていると心が温かくなってくるような感覚を覚えまし

た。小関先生のお人柄が作風や表現に表れているのだと思います。 

 会場では、小関先生にまつわる「アートレクチャー」も行われたようですが、残念ながら私は都合が悪

く聞きに行くことができませんでした。ぜひ今度、小川あぐりさんからその時のお話を伺わせていただ

きたいなと思います。                           (宮川 友二朗) 

小関先生の作品です 

上の３点は、先生がかぐのみ

幼稚園に行かれてからのもの

です。左の作品はそれ以前に

制作された抽象画です 

こちらは、 

小川あぐりさんの作品です 

mailto:moriage123@gmail.com
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９月月例会の報告 

９月１７日(土)１２：００～１４：３０ 横浜市ほどがや地区センターにて 

参加者：武田・増田・森本・紺野・本間・松浦・吉濱・長倉・宮川（９名） 

第６７期の会の運営と第６７回造形教育研究大会の運営について話し合いました。 

 決定した主な運営事項は次の通りです 

〇参加申し込みに関して 

 ・メールによる申し込みを原則とする 

 ・参加費は事前振込を基本とする（当日払いを割高とすることも検討） 

 ・参加費は３，０００円（振り込み 2,500 円 当日 3,000 円も今後の検討事項） 

 ・キャンセルによる返金は原則行わない（申し込み案内に明記する） 

〇配布物関係 

 ・大会案内は 5 月上旬には完成させる（案内配布の関係から） 

 ・研究紀要は印刷製本しないで。PDF による配信形式とする 

 ・当日プログラム的案内チラシを印刷し配布 

〇新たに組み入れたプログラムについて 

 ・「みんなでアートⅠ」→受付後の最初活動として簡単な造形活動を取り入れる 

  （66 回はスチレンボードで生まれる楽しい形の造形） 

 ・「みんなでアートⅡ」→参加者全員でできる活動として取り組む 

  （66 回で中止となったスズランテープの造形遊びを裁定案） 

 ・ワークショップ→他団体などのおもしろい取り組みが楽しめて意義ある活動となった 

  今後も声をかけて参加団体を広げていきたい 

  ワークショップ担当者の参加費についても今後検討 

  ワークショップは自由に参加できる雰囲気で行うため、プログラムの最終だと途中で帰ってしまう

人がいる→プログラムの順番を検討 

〇活動提案による分科会 

 ・８分科会の方向で継続していく 

 ・分科会の提案方法が多様になったのはよかった 

  （材料の紹介・活動体験・ギャラリートークやフリトーク的に・・・など） 

 ・会場の設営の関係で隣の分科会の声により当該分科会の提案者の声が聞こえにくくなってしまった 

  →改善のために検討していく 

〇大会会場について 

 第６７回大会も「横浜ワールドポーターズ」で開催の予定 

〇月例会について 

 ・月例会で会員向けに「ワンコイン研修会」を行う 

  ワンコイン→５００円で参加できる研修会 

※ 新たな運営委員として、白梅いずみ保育園の吉濱優子さん、みんなのほいくえん at とつかの長倉亜

紀さんが運営会議に参加してくださいました。 

次回月例会は１０月２９日（土）に鎌倉女子大学幼稚部で行います 

９時から「運営会議」 １０時から「ワンコイン研修会」を予定しています 
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造形「さがみ風っ子展」の参観 

 第４２回造形「さがみ風っ子展」が、３年ぶりの開催とのことで、 

２２日(土)に、女子美術大学の会場に行ってきました。 

 作品が展示されている子どもたちやその家族の方々など、多くの参観 

者でにぎわっていました。といっても、会場は屋外がメインとなってい 

るため、大勢の人が来場していても混雑は全くなく、ゆとりあるスペー 

スの中でゆったり作品を鑑賞することができました。 

 広々とした芝生の広場や自然を生かした木陰や小山など、屋外ならで 

はの展示環境に子どもたちの作品が、まさに生き生きと輝いていました。子どもたちにとっても自分の

子どもたちにとっても、広々とした芝の上に自分の作品が展示されて 

いたり、自然の中に溶け込んでいる自分の作品を見たりしたらとても嬉しいでしょうね。 

 展示されている造形作品を見ると、屋外での展示を想定した造形表現が見られました。自然の光や風 

を生かした表現やスペースや雰囲気に合わせた展示方法など、指導する先生方もこの風っ子展に向けて 

楽しんで取り組まれている様子が伝わってきました。 

 ギャラリー内の展示もありましたが、こちらもそれぞれ展示の仕方に工夫があり、見ていて楽しめて 

子どもたちの表現を身近に感じることができました。 

 市内の小中学校、義務教育学校すべてが参加し、教育委員会はもちろん市内の様々な関係機関が支援 

している、この相模原市の取り組みはとても素晴らしく感心させられます。 
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  １０月月例会報告 

 １０月２９日（土）鎌倉女子大学幼稚部にて 参加者１２名 

 前半は運営会議を行い、次期研究大会に向けて提案者の推薦や活動

企画などについて検討しました。 

 後半は「ワンコイン研修会」を行いました。 

「くしゃくしゃアート」２本立て 

①絵の具の「くしゃくしゃアート」 

くしゃくしゃに丸めた紙に絵の具を付けて、大きな紙にスタンプの

ように押したり、線を引くようになぞってみたりします。今度は別の

色の絵の具を付けて、またポンポンとスタンプ。いろいろな色を付け

ながらこれを繰り返します。 

 さて、この丸めた紙をそっと開いて見ると、そこには、 

思いがけないようなきれいな色の模様ができていました。 

 子どもたちと活動するときには、一緒に開いてあげると 

「わあーきれい！」と、子どもなりの発見がありそうです。 

急に飛び入り参加することになりましたがとても楽しく学ぶことができました。 

くしゃくしゃの紙を使った絵の具のアートでは、作品の正解がないというところが子どもがのびのび

とできる活動だと思いました。作品を作っていくうちに試行錯誤したり、やり方を変えていくのも魅力に

感じました。私の持っている年少クラスでもできそうなので今度是非取り入れてみたいです。線を繋げて

塗りつぶす活動も、私自身夢中になってしまいました。子どもが自らやりたくなるような楽しい制作がで

きるように、工夫していきたいです。 

研修会では、研修の内容を学ぶだけでなく、他の先生方と交流できることも素晴らしいと思いました。

作品を作りながら話したり、子どもと関わる上でのエピソードを聞いたり、アドバイスをいただくなど保

育の視野が広がりました。初めてだったので緊張してあまり話すことが出来ませんでしたが、もっと積極

的にお話を聞いたり質問したりしたいです。 

本日は本当にありがとうございました！次の研修会も是非参加したいです。 

 

参加された

方の感想 

②しわをなぞって「くしゃくしゃアート」 

くしゃくしゃに丸めた紙をそっと開いてみます。 

 そこには紙のしわがたくさんできています。鉛筆やペン 

 などで、そのしわを自由になぞっていきます。 

 全部のしわをなぞらなくてもいいので、気ままにすきな

ようにしわをなぞっていくと、素敵な形や模様ができて 

きたり、何かの形に見えてきたりします。 

さあ、そしたら色鉛筆やカラーペンなどで形に好きな色

を付けていきましょう。 
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     もっともっと気軽に造形遊びを 

 「造形遊びをやっていますか？」この問いかけに、小学校の先生 

の中には、ドキッとする方も多いのではないかと思います。 

「造形遊び」は、準備が大変、評価が難しい、子どもたちがただ遊 

んでいるだけで終わってしまう気がする、何をしてよいかわからな 

い等々、ついついかまえてしまったり、敬遠したりしてしまいがち 

なのではないでしょうか？ 

 もっと気軽に楽しんで造形遊びに取り組んでみましょう。身近にある材料と活動できる場所さえあれ

ば、後はちょっとした工夫や仕掛けを考えれば、楽しい造形遊びができます。 

 例えば、新聞紙をたくさん集められれば、教室中のものを新聞紙で包んだり隠れ家や秘密基地をつく

ったり、教室中を迷路にしたりなどいろいろな活動が生まれるでしょう。 

 絵の具とちょっと大きな紙があれば、筆やローラー、スポンジや 

ビー玉、雑巾のような布、くしゃくしゃにした紙など、いろいろな 

もので画用紙に絵の具をつけて自由に楽しい表現を生み出せます。 

特に広い場所がなくても、模造紙などを広げられるスペースがあれ 

ばどこでもできますよ。 

 造形遊びで、子どもたちの活動が広がり、楽しい活動が生まれて 

くるポイントは、ちょっとした工夫と仕掛けです。 

 以前、研究授業で造形遊びに取り組む先生の活動を一緒に考えたことがありました。その先生が考え

ていたのは、いろいろな色の紙を並べて遊ぶ活動を体育館の広い場所で行うというものでした。導入を

どう扱うかで悩んでいたので、私は「子どもたちが集まっているところに、上からたくさんの紙が舞い降

りてくるようにしたどうでしょうか。」という導入の仕掛けを提案しました。 

 子どもたちはまず、上からひらひらと舞い降りてくるたくさんの紙に驚くでしょう。驚きとともに興

味関心が高まります。舞い降りてくる紙の動きや色に美しさやおもしろさを感じるかもしれません。舞

い降りてきた紙は、自然と床に散らばりますから、そこからイメージを広げて自分の感覚で並べていく

活動につながるでしょう。舞い降りてくる紙の動きのおもしろさに興味をもった子は、紙を持って体育

館の上に上がり、そこから自分で紙をひらひらと落としてみるかもしれません。紙を並べて遊ぶという

先生の意図とは違う活動ですが、子どもが自分で見つけた活動です。自分で工夫して活動を広げていっ

ています。これが、まさに造形遊びのねらいですね。上から舞い降りてきて床に落ちた紙を踏んでしまっ

てくしゃくしゃになってしまうこともあるでしょう。そのくしゃくしゃになった形が面白くて、自分で

紙をくしゃくしゃにして並べたり積み重ねたりして遊ぶ子も出てくるかもしれません。それでいいんで

す。造形遊びは、あらかじめ表現の主題や活動の内容、目的などをきめるものではなく、子どもたちが活 

動しながら自分で目的を見つけて自分の表現や活動を発展させていくものだからです。 
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 幼稚園や保育園では、小学校の造形遊びのような活動は日常的に造形活動として行っていると思いま

す。そこに、ちょっとした仕掛けを取り入れることで、子どもたちの活動が広がっていきます。山のよう

な材料を隠しておくとか、活動する場所に、何気なく紐を張っておくとか、さりげなく使えそうなもの

をを置いておくとか、床だけではなく壁にも紙を貼っておくとか･･･。子どもたちは、活動する中で周り

にあるものを見つけて、「これ使えそう」「いいものがあった」と、いろいろ思いついて活動を広げていき

ます。これが、まさに遊びですね。遊びの中から子どもたちは様々なことを学んでいくのです。 

(宮川 友二朗) 

１０月の「研修会（くしゃくしゃアート）」の参加者の感想です 

 

〇参加人数が１０名ちょっとで、とてもアットホームな雰囲気の中行われた研修会。参加者の皆様と気

さくにお話をしながら、楽しく参加することができました。先輩方の雑談の中に、造形をもりあげる

ヒントが散りばめられていたような気がしてとてもタメになる貴重な時間でした。幼稚園の先生、中

学美術の先生、特別支援の先生など、様々な経歴を持つ方々と交流ができて、とても良い研修会でし

た。ありがとうございました。次回のスズランテープの研修会も、予定が合えばぜひ参加したいです。 

〇初めて研修会に参加しました。先生ではなく、生徒、子どもになったように感じ、とても楽しかった

です。大人でも子どもでも楽しんだり、集中したりできる活動だなと思いました。保育に活かせるこ

とも多くあり、これからの保育につなげていきたいと思いました。 

〇今回の「くしゃくしゃアート」に参加してみて、手軽に、誰でも楽しく、無理なく取り組めるところ

が、最大のポイントであると感じました。「アート」と聞くと、私自身、少し身構えてしまい、失敗

しないかと思ったり、きれいな作品にするには？などと考えてしまったりして不安になってきてしま

いますが、今回のように紙を丸める、しかもクシャクシャで良いとなると、不安な気持ちがなくな

り、最初から、「楽しむぞ！」という気持ちで臨むことが出来ました。実際に絵の具を用いて、スタ

ンピングを始めると、色を重ねたり、どのように色を付け、スタンプしてみようかなどと考えたりし

ながら、夢中になっている自分がいました。きっと、子どもたちも、同様に、「どのようにしよう

か？」と、夢中になって取り組んでいく題材だと思うので、年少組でも、早速試みてみようと思いま

した。色鉛筆の方も、線をなぞっていって色を付けるだけなのに、いつの間にか素敵なアートが完成

していて、驚きました。様々な方法で、無理なく進めていくうちに楽しいものが出来上がっていくと

いうことを、自分でも体験出来て、本当に楽しかったです。 

〇絵の具を使った活動は、クシャクシャと紙を丸めることを楽しめるだけでなく、絵の具を付けた紙を

広げる楽しさも味わえて、とても素敵な活動だなと思いました。また、絵の具に直接触れることに抵

抗のある子にとっても参加しやすく、自然に絵の具に触れていける活動でもあり、様々な色を重ねて

いく楽しさもあるので、自然に色彩感覚も豊かになっていくのではないかと感じました。年少組で

は、フィンガーペィンティングやボディペインティングなどもしているので、そのような活動の中

に、ぜひ取り入れていきたいと思いました。色鉛筆の活動は、没頭して取り組むことが出来ました。

みんなで同じ活動をしているはずなのに、その人の発想や紙の丸め方、色の塗り方などで、まったく

違った作品になっていくので、とても驚きましたし、この活動では、ただただ無心に取り組む心地よ

さも感じました。どちらの活動も自由に、のびのびと発想力を活かして取り組めるすてきな活動でし

たので、ぜひ、保育にも取り入れて、子どもと楽しみたいと思いました。 

 



 

 

 

 

 

 

鎌倉女子大学幼稚部の作品展を参観して 

 １１月１２日(土)と１３日(日)に、鎌倉女子大学幼稚部の作品展がありました。もりあげる会の配信メール

でもお知らせしたところ、それを見て会員の方も何人か見に行ってくださったようです。私も土曜日の午前中

に見させていただきましたので、その様子を報告いたします。 

 年少・年中・年長それぞれテーマを持って造形活動に取り組んでいました。 

 それぞれのテーマは、子どもたちの園での生活や行事の中から、子どもの思いを大切に生かしながら生まれ

たものです。子どもたちの思いが詰まっているテーマなので、子どもたちの「やりたい」「つくりたい」とい

う気持ちが次々とあふれてきます。それをうまく表現に結び付けてあげている様子があちこちに見られる素

敵な作品展でした。 

 年少組のテーマは「ヒーロータウンへようこそ！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年中組のテーマは「笑顔溢れるきらきらタウン」 

←左の画像が年中組テーマの解説です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(キラキラハウスのおともだち) 
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運動会で「ヒーロー」の世界を、友だちやお家の方と存分に楽しん
だ子どもたちは、その後もヒーローになりきって、力いっぱい全力で
園生活を楽しんでいます♪友だちと遊ぶ姿も、顔つきも、自信にあふ
れ頼もしくなってきました。運動会の時に、悪者を倒すため高速スピ
ードで通り抜けた「ヒーロートンネル」は、ヒーロバイクや飛行機、
車に変身し、子ども達の毎日の遊びをさらに盛り上げています！ 
 そこで、今回のみどり祭でも、運動会に引き続き「ヒーローの世
界」を子どもたちと一緒に作り上げていくことにしました。幼稚園に
入園してから、遊びや製作活動の中でも、楽しみながら、繰り返し素
材や道具と出あっていった子どもたち。いつも大切にしてきたのは、
のびのびと自分の表現を楽しむということです。作品を作り上げるの
ではなく、自分の手を動かしながら描いたり、切ったり、貼ったり、
繋げたりすることで感じる面白さや楽しさ、気持ちよさを満足がいく
まで感じた後の子どもたちの「できた！」は、どの子も自信にあふれ
ていて、その子らしさがたくさん詰まっていました。 
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 1 学期に行われた夏祭りでは、お神輿と大うちわを作ったり、日本の
伝統舞踊である盆踊りをしたりしながら、日本の文化に触れ、親しみ
をもった子どもたち。その後の運動会では、中国のカンフーダンスや
アラビアの踊り、ハワイのフラダンスやニュージーランドのハカ、ヨ
ーロッパのメイポールダンスに挑戦し、世界の様々な踊りの楽しさを
体験しました。運動会で飾る万国旗を描く時には「フランスって聞い
たことある！」「カナダの国旗ってなんかかわいいね。」と、世界の色々
な国に興味を持ちながら、描く様子が見られました。 
 運動会が終わってからも、自分が踊った国の踊りだけでなく、色々
な国の踊りを楽しんでいた子どもたち。そこで、色々な国について、
もっと知りたいと思うようになった子どもたちの気持ちを考慮し、本
郷台駅の近くにある「神奈川県立地球市民かながわプラザ（あーすぷ
らざ）」に園外保育に行きました。日本の家とは雰囲気が違うタイの家
や、いろんなお菓子や果物が売っているお店屋さん、トゥクトゥクと
いう変わった形の乗り物など、初めて見る色々な国のものに、子ども
たちは興味津々の様子だったので、みどり祭では、あーすぷらざで感
じたおもしろい！楽しい！という気持ちをもとに、世界の色々なもの
をホールに作っていくことになりました。 
 まずは、クラスごとにどんなものを作りたいかの話し合いです。「あ
ーすぷらざで見たおうちやおみせ」「トゥクトゥク」など、実際に見て
きたものを作りたいという意見や、「運動会で踊った中国とヨーロッパ
みたいな国を作りたい。」など、これまでの経験を生かした意見、さら
には「日本を作る！」「世界を回るには飛行機が必要だから、羽田空港
を作ろうよ！」「あーすぷらざみたいにクイズやテレビも作りたい。」
など、たくさんのアイデアも出されました。これらをもとに、学年全
体でも話し合い、ホールに作るものを決めていきました。そして、そ
の中から自分が作ってみたいと思ったものを 1 つ選んで、仲間と協力
しながらそれぞれの作品を作り上げていきました。 

 

年長組のテーマは「いろんな国へレッツゴー！」 

「こうやりましょう」と言われて

やるのではなく、子どもたちか

ら活動が生まれてくる素敵な

造形活動の姿でした。 

月例会報告 

１１月の月例会は、１１月１９日(土)に附属横浜小学校の図工室をお借りして行いました。 

前半は、運営会議で大会に向けての話し合いを行い、後半は、スズランテープを使った造形遊びの研修を

行いました。研修の様子は、ホームページでもご覧いただけます。 

また、次回会報「UMU 第２５号」で詳しくお知らせする予定でいます。 

１２月の月例会のお知らせです 

 １２月１７日(土)１２：００～＜研修会は１３：００～＞神奈川県民サポートセンター 

 １２：００ 運営会議 

 １３：００ ワンコイン研修会「おもしろコマづくり～かんたんにできて、よく回るコマ～」 

 ※詳しい案内については後日会員メールにて配信いたします。 



 

 

 

 

 

 

１１月ワンコイン研修会の報告 

１１月１９日(土)横浜国立大学教育学部附属横浜小学校図工室 参加者：１３名 

「くもの巣ランドをつくっちゃおう」（スズランテープを使った造形遊び） 

 幼稚園や保育園では、日常的に子どもたちの生活の一部としてあ

たりまえのように行っている造形活動。小学校では、図画工作科の

授業の中で、「造形遊び」として、絵や立体に表したり工作をしたり

する活動と区別した形で教育課程に位置付けられています。 

 これは、「造形遊び」が子どもたちの育ちにとって、とても大切な

活動だからなのですが、「造形遊び」の楽しさ、素晴らしさ、大切さ

があまり意識されていないのではないかと思い、「造形遊び」を体

験してみる研修を行いました。 

 参加者は１３名と、造形遊びを行うにはやや少ない人数でしたが、みなさん気持ちを発散するかのように思

いきり楽しんで活動していました。 

 材料は色とりどりのスズランテープ。１００均で売っているものは、４～５色程度ですが、教材カタログに

は１５色くらいありました。造形遊びですから、本来ならば「○○をしよう」と活動の目的を始めに投げかけ

ることはしません。「くもの巣ランド」という言葉を示すのではなく、図工室内に、それとなくスズランテー

プを張っておいたり、引っ掛けやすいように上からスズランテープを輪にしてぶら下げておいたりします。こ

れが活動を導く仕掛けです。子どもたちが、それらを見てテープを教室内に張り巡らせたらおもしろそうと活

動の方向を見つけてくれれば、あとは子どもたちの発想や思いで活動はどんどん進んでいくものです。 

今回は、大人の研修なので、「くもの巣ランド」という言葉を出して、スズランテープを張り巡らせましょ

うと活動の方向を示しました。 

夢中になって張り巡らしているときは自分の目の前しか見ていませんが、ふと止まって周りを見てみると、

思わず「うわ～！すごい、。きれい！」という言葉が出ます。初めのうちは、テープを引っ掛けられる場所を

めがけて夢中で行っていますが、次第に周りが見えてきて、もっとこっちに張ろう、こうするとおもしろそう

だなと、考えながら動くようになってきます。自然に「ああしよう。こうしたら。」とコミュニケーションも

深まります。テープだらけで動きにくくなってきて、そっちに引っ掛けてと、交換したり協力したりする姿も。 

 自分の思いで夢中になって自由に活動が広がっていく。まさに遊びの活動の中でたくさんのことに気づき、

感じ取り、学んでいきます。これが「造形遊び」です。 
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 「造形遊び」の研修が終わった後、おまけの研修として、 

 「だれでも回せるブンブンゴマ」の研修をしました。 

 ブンブンゴマは、何かに２つの穴をあけて、タコ糸などを通して輪の

ように結べば簡単にできます。「だれでも回せるブンブンゴマ」は、２つ

の穴の間隔を狭くするのです。これだけです。あとは、穴を大きく開け

すぎないことと紐が長すぎないことさえ気を付ければ OK です。間隔は

５ｍｍ以下にすればよく回ると思います。逆に、「だれにも回せないブン

ブンゴマ」は、２つの穴の間隔を１ｃｍ以上に大きくすることです。これを回してみてというのは、ちょっと

意地悪かも知れないですね。子どもたちにはやめましょう。 

 よく回れば夢中になって活動します。「ビュンビュン」という心地よい音とともにずっと回し続けている人。

「音がよくなるには？」「２つつけても回るかな？」など新たな試みや工夫が自然と生まれてきます。これが

造形活動の素晴らしさ、楽しさですね。                       (宮川 友二朗) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修に参加した方の感想 

〇スズランテープの造形遊びを通して、自分の中で“やりたい”“たのしい”“次はどうしよう”と考えが

次々とわいてくる感覚を味わうことができました。ふと止まって周りを見回し、他の方々のアイデアに 

“なるほど“”すてきだな“”わたしもやってみよう“とヒントを得て、さらに発想が広がるのを実感

しました。造形遊びをしている子どもたちの中で起こる思考を体験できて、造形遊びの大切さと魅力を

感じることができました。また、ブンブンゴマやびっくり箱、キューブパズルをご紹介いただき、保育

園でも子どもたちと一緒に、つくったり、遊んだりして楽しんでみたいと思いました。心も体も童心に

戻り、めいっぱい楽しむことができました。素敵な研修に参加させていただき、ありがとうございます。 

〇今回は、２回目の研修参加となりました。スズランテープの活動では、始まる前にあえてテープを付け

ておくことで、子どもの興味を弾き出すという導入がとても素敵だと思いました。私自身も、始まる前

からどんなところに付けようかと考えるほどワクワクしました。活動を通して、他の方とコミュニケー

ションをとったり、他の人のマネをして遊び方を工夫したりするなど、次々と展開していくのが楽しか

ったです。今回は図工室でしたが、違う場所で行ったり人数が変わったりするだけでもまた違うおもし

ろさがあるだろうなと感じました。ブンブンゴマづくりでは、初めて回してみたので、自分では知らな

い遊びがたくさんあるのだと感じました。「昔の人は身近なものを使っておもちゃをつくっていたんだ

よ」という話を聞いて、造形をするにあたってとても大切な考え方だなと思いました。昔遊びなどにつ

いて調べて、保育の引き出しを増やしていきたいです。 

〇本日も楽しくリラックスして参加させていただきました。スズランテープを使った造形遊びでは、他の

先生の造形（くもの巣やクリスマスツリーなど）に刺激を受け、だんだんとコンセプトを持って取り組

みたくなってきました。暗くしてライトを当てたりしてもきれいだろうなと思いました。ありがとうご

ざいました。 

〇スズランテープを机や水道の蛇口など、好きなところに巻き付ける活動では、自然と他の人と会話が生

まれたり、「もっとこうしたい！」などの気持ちが出てきたりして楽しかったです。巻き終わった後は、

いろいろな形や色のスズランテープが綺麗に重なり合っていて感動しました。子どもたちも「クモの巣

みたいだね。」「トランポリンみたい。」など、様々な想像が膨らむと思いました。貴重な体験をありがと

うございました。 
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１１月ワンコイン研修会「スズランテープで造形遊び」参加者の感想 

〇今日はありがとうございました。スズランテープの可能性をたくさん感じることができた造形遊びで

した。クリスマスツリーをつくった理由としては、子どものころからツリーの中に入ってみたい！とい

う想いがありました。それを実現できる！と一人黙々と、でも心の中はワクワクでいっぱいになりなが

らつくっていました。現場でも是非実践してみようと思います。園庭で！！ 

〇研修で活動したことは、すぐに実践で使えそうなもので勉強になりました。今回の造形遊びは、だれに

でもできて、自然と色の美しさやできた形などに興味がいくもので、わざわざ教えなくても身に付くと

いうよさがあり、「やりたい！」と思いました。一人でやっていても、できたときにはみんなでつくり

あげたものになっていて共有感もありました。びっくり箱とブンブンゴマは、月曜日に子どもたちに見

せます。ありがとうございました。 

〇スズランテープの造形遊びを初めて行いました。テープをつなげているうちに夢中になり、最初は立っ

ていたのが→中腰になり→床に這いつくばるという状況になり、これもまた身体感覚としては大きな変

化でした。「色が違うところに自分のテープを巻き付けてみよう」「もっと高低差を付けよう」など、無

意識に選択していたり、他の人の造形からあれもやってみたいと思ったりなど、協働のよさもあったと

思います。秘密基地として、ここで遊びたいという喜びもわいてくるのがよさだと思います。また、ブ

ンブンゴマやびっくり箱などの「やってみたい！」という感動が造形意欲を揺さぶる基となることが分

かりました。 

〇スズランテープの活動は、はじめはどこにテープを巻こうかと迷いながら行っていたのが、やっている

うちに「この空間をうめたい」「あの巻き方おもしろい」など、考えながら楽しむことができるように

なってきました。普段の保育の中でも、子どもたちと一緒に考えながら楽しむことをもっとやっていき

たいと感じました、子どもたちの発想は、大人よりもおもしろいことがたくさんあるので、造形遊びを

通して、子どもたちの発見や発想をたくさん見つけていきたいです。くもの巣ランドやブンブンゴマな

ど、楽しい活動をありがとうございました。保育に生かしていこうと思います。 

〇スズランテープをはりめぐらせる活動は、普段やりたいと思ってもできない活動だったため、やってい

るときワクワクしたり、新しい発想や考えが出てきたりしました。お話しにもあった、室内よりも外の

広い場所で行うともっともっとのびのびとでき、より多くの感覚で楽しむことができると感じました。

びっくり箱やブンブンゴマは、小学生ぶりでとても楽しかったです。６面パズルをつくってみたいなと

思いました。保育の中で、子どもたちとともに楽しみたいと思います。 

〇造形遊びは心の開放だと思います。久しぶりの実技研修会で、スズランテープを使った造形遊びはスト

レス解消になりました。１人での活動が 2人、そして多数となり、造形遊びの可能性を感じました。び

っくり箱やブンブンゴマも懐かしさと共に新しく感じました。子どもたちの驚く声と歓声が今にも聴こ

えてきそうです。 
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〇実践することは、何より楽しかったです。大人の私たちが楽しいのだから、子どもたちはもっと楽しい

と思います。保育園での活動は、すべてが遊びで、すべてが学びです。「心がはずむ」＝意欲・主体性な

どが育まれると実感しました。一人でもできますが、必ず友だちと語り合ったり協力したりする。これ

は、幼児の活動の基本になると思います。大変勉強になりました。若い保育者にもたくさん参加しても

らいたかった！！ 

朝学校で、みんなにブンブンゴマを回

して見せると、「やりたい！やりた

い！」の嵐でした。中休みにブンブン

ゴマをみんなでつくってみました。 

みな夢中でやっていました。 

研修に参加した小学校の松本先生が 

実践した様子を報告してくれました 

つくりだす喜び 

 学習指導要領の小学校図画工作科の目標の中に、「つくりだす喜び」という言葉があります。 

 「つくりだす喜び」何となくイメージできますが、どういう喜び、どんな気持ちなのでしょうか。 

 ものをつくったり、何かを表現したりしていく中で、自分でやっていると、「こうやるといいな」「こ

れおもしろい」「こんなこともできそうだ」「こうやったらどうだろう」と、どんどん新たな気づきや興

味、意欲が広がり膨らんでいきます。自分が動いてやってみることにより生まれる自分の創造です。 

 自分なりの造形をしていく中で味わう創造の喜び、そこに生じる楽しい気持ち、それが「つくりだす

喜び」なのではないでしょうか。 

 前回の研修でちょっと紹介した「ブンブンゴマ」。自分でつくってみると、よく回るものができると楽

しくなる。うまく回せないと、なんでだろうと考えたり、作り直してみたりする。穴の感覚や大きさ、糸

の長さ、材質、紐の太さなど、いろいろ試してみたりしながらよく回るブンブンゴマの工夫をしていく。

単純なおもちゃなのに、自分でつくってみるといろいろな発見があり、多くの試行錯誤や工夫が生まれ

ます。ビュンビュンともっと音が出るようにしよう、回った時にきれいに見えるようにしたいなと、さ

らに創造は膨らんでいきます。これがまさに「つくりだす喜び」です。 

 １２月の研修会で行う「おもしろコマづくり」でも、「つくりだす喜び」を味わうことができます。 

ビー玉と CD から始まったコマづくりが、CD を厚紙に変え、丸い形を変形し、形を組み合わせたり

色を付けたり、絵を描いたり。ビー玉をカプセルなどに変え、もっと簡単につくれるように。身近な材

料を使っていつでもつくれるように・・・。と、次々に新たな創造が生まれていきます。 

研修に参加して「つくりだす喜び」を味わってみましょう。          (宮川友二朗) 



 

 

 

 

 

 

鶴見大学附属三松幼稚園の作品展 

 １２月１０日(土)もりあげる会の役員４人で、鶴見大学附属三松幼稚園の作品展を参観してきました。 

 三松幼稚園は、鶴見駅近くの「総持寺」に隣接した敷地内にあり、広大な境内にある樹木など自然豊かな

素晴らしい環境のもとにありました。初めに園長の鮫島先生からお話を伺い、この園の作品展は、作品展に

向けて何かテーマを設けて皆で同じ活動をしていった成果の発表等ではなく、日常自然に子どもたちが行

っている造形的な活動の中から生まれた一人一人の表現を大切にして展示しているとのことでした。 

 早速見て回ると、子どもたちの素のままに表現されたものがたくさん目に入ってきました。子どもたちが

思い思いに表現したりつくったりしている様子が思い浮かび、何か楽しい気持ちになってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年少のクラスから順に見ていきましたが、子どもたちの素直な表現の中に成長が見られ、生活や経験の中

から子どもたちが自ら学んでいく様子が感じられました。 

 作品展の展示の中には、子どもたちの作品だけではなく、日常の子どもたちの園での活動の様子なども紹

介されており、日ごろからのびのびと生活し、思いのままに表現活動などにも取り組んでいる様子が伝わっ

てきました。また、先生たちの温かく見守るまなざしも感じられました。 
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三松幼稚園の造形展を見学して   

 先日、もりあげのメンバー４人で三松幼稚園の造形展を見学させて頂いた。当日は鮫島園長の教え子

である大学生も見学していた。時々、園長先生が解説をして下さり、大変参考になった。基本的に園で

は造形の技術を教えるのではなく、子ども達に時間と表現する場と用具等を用意することを心がけてい

るとの事でしたが、年少から年長まで生き生きと表現されていた。園の先生方の細かい配慮が行き届

き、子ども達の様子を表すコメントも作品に書き添えられていた。子どもの写真や作品を保護者が見て

喜ぶ姿が容易に想像できた。私は現在小学校の支援級での活動に関わっているが、小学校の支援級だけ

ではなく、普通級でも参考になることが多数見られた。この様子を小学校や中学校の先生方にも実際に

見てもらい、一緒に話し合う事で造形への理解が深まると思われた。月例会でも取り上げたい研修テー

マと感じた。                                  武田晴信 
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「子どもたちのあそびつくる世界展」 

 大人からすると、子どもは無知で未熟で知識を教え込まなければただの白紙・空の容器だと考えられが

ちですが、近年の研究からも明らかなように、子どもは母親のお腹にいるころから自ら学習する存在であ

り、生まれてから幼年期にかけての時期は驚くほど好奇心や意欲に満ちています。身の回りの物事を面白

がり、繰り返し遊びながら探求し、想像力を働かせて新たなものを創り出すその姿の、なんと豊かで魅力

的なことでしょう。 

 園で過ごす子どもたちは、自分の小さな発見や挑戦を先生や友達に認めてもらうことで安心し、より積

極的に自己発揮します。面白そうなことをしている友だちがいれば近づき、一緒になって遊ぶことで互い

の思いや考えを知ったり、刺激を受けて新たな挑戦を企てたりしながら、物事の仕組みやつながりを学習

していきます。そして、こうした活動を行う上で大事なのが、個々の自由意志によって繰り広げられる

日々の具体的な体験であり、目の前の＜もの＞を扱い創意工夫することです。子どもたちと砂や土や水と

の間にどんなことが起きて、どんなふうに新たな世界が広がったか？折り紙をハサミで切ることからど

んな遊びが展開していったか？電車が好きな子たちによって展開された遊びは？おしゃれ好きの女の子

たちの生み出した素敵なコレクションは？あっちの遊びとこっちの遊びがくっついて･･･？ 

 これらは主に遊びの中で行われますから作品として形に残らない場合も多いですが、今回の展示では、

写真を用いたり痕跡を見てもらったりなどして、彼らの営みぶりを紹介します。 

                         園長の鮫島良一先生の「作品展案内」から 

三松幼稚園の作品展に感動 

広い境内を、まわり回ってたどり着いた三松幼稚園でした。鮫島園長先生から「作品展についてのお考

えを」お聞きして、早速年少組の保育室から拝見させて頂きました。普段の子どもたちの活動が飾ること

なく、ありのままを先生たちの創意工夫で一人ひとりの成長過程が見やすく掲示してありました。年中

組・年長組と当然成長が見えてくるのですが、個人差のある中で、どの子の作品も一つ一つが大切にされ

展示をしている作品が特別な物ではなく、先生たちによって最大限に生かされていることに感動しまし

た。一連の作品を拝見して、子どもたちが夢中になって活動している理由が、日々の保育にあると確信し

昔の幼稚園と変わられたことを嬉しく思いました。 

廊下に線路ができていたのですが、話し合いをしっかりしている様子が窺えました。役割の分担ができ

ていて、乗務員の制服もありました。点検する人・切符を売る人・掃除をする人と普段の保育で友達と関

わりながら遊ぶ様子が想像できます。年長組になると、個々の作品もかなりの成長が観られたのですが、

共同制作は話合いも活発になり、見た方は驚きを感じられたことでしょう。沢山の虫や魚の飼育をしてお

りました。有難うございました。                          増田ツヤ子 



 

 

 

 

 

 

１２月ワンコイン研修会の報告 

１２月１７日(土)神奈川県民サポートセンター 参加者：２０名 ＜講師：宮川友二朗＞ 

「おもしろコマをつくろう」（身近な素材を使ってコマつくりを楽しむ） 

 CD にビー玉を付けたコマは、ネットでも紹介されているので知っ

ている方も多いと思います。とっても良く回るコマです。今回は、この

CD コマから発想して、簡単で楽しいコマをいろいろ創造していこう

という活動です。 

 研修はコマの紹介から入りました。まずよくある CD コマ。これが

一番よく回ります。CD の光っている面に色を付けたりすれば回った

時にとてもきれいで、これだけでもいろいろな工夫が楽しめます。子ど

もたちと活動する際、CD がそんなに用意できないということもあります。 

そこで、CD を使わなくてもよい方法は？と考えます。CD を型どって紙でつくればいいかな。小さい穴

をあけるのが子どもには難しいな。穴を開けなくてもビー玉のように付けられるものはないかな？半球の

ものを探してみよう・・・と、いろいろ試しに作りながら、子どもでも簡単につくれそうなコマは？手に入

りやすい身近な材料でつくるには？・・・と、探求が続きます。この創造的な探求がまさに「つくりだす喜

び」「創造の楽しさ」なんでしょうね。 

今回の研修を担当した私が、実は一番楽しんで準備を進めていたのかもしれません。試し試しにつくって

いたら、いつの間にか２０個以上のコマをつくっていました。 

研修では、参加したみなさんに「つくりだす喜び」や「創造の楽しさ」を体感し味わってもらうことをめ

ざしました。そこで、いろいろな材料を用意し、それぞれが「子どもと一緒に楽しめるコマ」とか「子ども

たちが楽しんでつくれるコマ」とか「ちょっと面白いコマ」「回したら綺麗だろうなと思うコマ」など、自

由に思いを膨らませながらいろいろ考えを巡らせて楽しみながらつくっていけるようにしました。 
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研修に参加した方の感想 

〇最初のとりかかりでは、どのようにつくっていこうかというところからのスタートでしたが、つくり始め

ると「こんなふうにしてみようかな」と考えながらつくっていくのが楽しくなりました。いつの間にか夢

中になっていて、こんな楽しい経験を子どもたちと一緒にできたらいいなと思いました。どの形も間違っ

ていないので、子どもたちにとっても自信をもってつくることができ、つくることを楽しめると思いまし

た。子どもに教えるのではなく、一緒につくっていくという話を聞いて、是非実践してみたいと思ってい

ます。ありがとうございました。 

〇「自由に表現」というのが苦手で、どうしようかと心配でしたが、つくり始めると楽しい気持ちになって

きました。２歳児の担任をしているので、子どもたちならどこまでできるかな？どんなふううにつくるか

な？と想像しながらつくるのも楽しかったです。普段製作するときは、決まった材料で行うことが多いで

すが、今回のようにさまざまな材料を用意して子どもたちが自由につくっていける環境を用意してみた

いと思いました。参加させていただきありがとうございました。 

〇今日のコマづくりも楽しかったです。ありがとうございました。今日は、まずボンドの使用量です！少量

でも十分つく！そして、すぐつくので次へとどんどん進める！ということを体験しました。今更ながらボ

ンドの使い方を知るなんてお恥ずかしい限りですが、材料の扱い方のちょっとした知識で、創造の膨らみ

方がちがってくるのかもということに気がつきました。コマづくりがこんなにおもしろいということを

体験しました。早々に子どもたちと楽しめるようにガチャポンのカプセルを探したいと思います。 

〇自分で考える。つくる楽しさ。想像する楽しさ。が十分に味わえる活動内容でした。教える→つくる→遊

ぶ(遊ばせる)と、保育者中心に考えがちな製作に陥らないためにも、先生たちにこんな楽しい体験をして

もらいたいと思います。子どもたちのために！！ 

 今後、どんな風に発展するか、お楽しみに・・・ 

 ＜白梅いずみ保育園では、このコマづくりの活動を子どもたちと一緒に楽しみ、活動が広がっていく様子

を研究大会で発表してくれるかもしれません＞ 

〇本日は、楽しいワクワクドキドキ嬉しい！おもしろい気持ちがたくさん湧き上がる時間をいただけまし

たこと、本当にありがとうございました。いろいろな材料や道具にふれながら素材の楽しさや感触などを

感じて、考えて表現するおもしろさを味わいました。そして、会場にいた先生方と関われたこと、触れ合

いができたこと、本当に幸せな気持ちでした。コマを通じて、人との繋がりや共感する素敵な機会、これ

からもお願いします。 

〇本日は、大変学びになり、楽しい時間を過ごすことができました。ありがとうございました。実際につく

っていく中で上手くいかないことや、よりよいアイデアが生まれてくることなどを体験でき、最初に話が

あった「創造する喜び」を自ら感じることができました。子どもたちにもこの気持ちを味わって欲しいと

思います。そのために、今回経験したことを活動に生かしていけるよう、環境設定や子どもへの声掛けの

方法などを考えていきたいと思います。 

〇数ある材料の中から選んだり、組み合わせを考えたりする楽しみがよかったです。他の参加者のみなさん

の作品を見ることで、すごいなあと思うこともあり、次はどんなコマをつくろうかとワクワクできまし

た。ありがとうございました。 

〇子どものころから図工は苦手でしたが、今回は楽しくつくらせていただきました。身近にあるものでつく

ることができ、つくったりかいたりすることが苦手な私でも、それなりにつくることができました。あり

がとうございました。 



 

 

 

 

 

 

横浜国立大学教育学部附属横浜小学校・教育研究集会に参加して  武田晴信 

 令和４年１２月１７日（土）に横浜小学校の研究授業を参観させてもらいました。今年の私達が主催し

た造形教育研究大会で提案してくれた大高伸弘先生と阿部ちひろ先生の授業でした。 

 研究集会の冒頭、小松典子校長先生の挨拶の中で、「昨日からこの研究集会は行われておりますが、前日

の様子を見て、コロナ禍で研究集会や研究授業はリモート等で行われてきましたが、やはり先生方が教室

で授業を見て、授業後の研究会も顔を合わせて行う事がやはり一番良いと思います。」と言われました。私

も久しぶりの研究授業で同感でした。ただ残念なことにこの日は横浜駅近くの県民サポートセンターで造

形教育をもりあげる会の月例会が１２時から行われたので、私は授業を見て後の協議会に参加しないで失

礼したことです。 

 １時間目は大高伸弘先生の３年３組の（変身！「かがやけ３３劇団」～もう一つの世界をつくって、生

きる～）でした。これまで見てきた図工の研究授業は絵を描いたり、工作をしてきたが、そのような活動

はありませんでした。協議会に出ていなかったので、詳しいことは聞けませんでしたが造形遊びの発展と

捉えれば良いのか、横浜小学校では「総合単元学習」の時間にこれまで作ってきた衣装や大道具等を使っ

て劇のリハーサルをしていました。５つのグループがそれぞれ違った内容の劇でしたが、流木を中心に舞

台が作られていました。それぞれに全く異なったお話なのに次のグループが出てくるとそのように見えて

きました。カーテンで暗くして照明を変えるだけで違う世界が現れてきていました。違うグループの演技

を見ている子どものささやきの中で「本当にはないけどあるように見えてきた。」と言う声がありました。

それは私も同じように感じました。想像→創造→想像→創造 が連続して生まれてきたものと思われま

す。今回の授業も突然劇をしようと言うのではなく、これまでに活動してきた中で生まれてきた必然のよ

うに思いました。最近は総合的な学習が外国語に時間を割かれたりして、本来の総合的な学習の姿が変わ

りつつあるように感じているのは私だけでしょうか？図工・絵画・工作・造形遊び・総合的な学習をもう

一度見つめ直す時期に来ていて、その事に問題提起されているように私は感じました。 

 ２時間目は阿部ちひろ先生の２年２組の「ひかりでいろどる ナイトキャンプ～たけのこ２くみアーテ

ィスト×ひかりアーティスト～」でした。（いいな 好きだなと感じる心は「つぎにどうしようかな」や

「いいこと思いついた」につながる）の仮説で授業が構成されていた。この授業も４月から子ども達の経

験してきたことからの発展でナイトキャンプと言う場の設定で造形遊びが行われた。ナイトキャンプなの

で、図工室は蛍光灯を消すと真っ暗になる。キャンプの雰囲気を出すために何カ所か白い布が張られテン

トの雰囲気を出していた。子ども達はそれぞれ小さく光るライトを持ち、カラーカップもたくさん用意さ

れていた。真っ暗な空間の中でライトやカラーカップもたくさんありそれを持つだけで子ども達はナイト

キャンプをしていると錯覚しているかのようだった。それぞれに持った材料を使って色々な試みをしてい

た。また水を使っても良い活動もしていた。子ども達の思いは膨らみ、新たな試みもしていた。それは個

人にとどまることなく他の児童との関わりも増えていった。ただし、一つ大きな問題は子ども達が真っ暗

な空間の中での活動で興奮していた児童も多かった。幸い今回、事故はありませんでしたが、水が床や机

の上にこぼれたり、裸足になって走り回ったりする児童もいた。児童の安全確保についても考えなければ
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ならないと思いました。しかし、この授業も造形遊びや総合的な学習や生活科について問題提起していた

ように感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月ワンコイン研修会に参加した方の感想（続き） 

〇子どもたちにとって身近な材料から様々な形や色のこまが生まれていくのがすごくおもしろかったで

す。子どもたちにも手軽にできそうなので、クラスでのちょっとした時間で遊ぶことができていいな

と思いました。とても楽しくあっという間でした。 

〇今日の研修は「コマ」の原理、「まわす」ということが分かればそれ以降に、発想の広がりがどんどん

楽しめる内容でした。子どもの「やってみたい」「こんなふうにしたい」という展開が見込まれ、十分

楽しめました。こうした頭に使い方は、年齢に関わらず一生続けていくことで脳が進化する（発明や

デザインの追及などにどんどんひろがります）よい取り組みだと思います。 

〇身近な材料でつくる喜びを味わう。先生は教えるのではなく、一緒につくる喜びを味わっていく大切

さを学びました。幼児の場合、いろいろつくりだしていくと、どんどん発展して面白いものができま

す。最初は「ウン？」と思ってつくれない！？でも、認めてもらうことによって自信につながり、どん

どんできていく子をみのがさないようにする。それが、一緒につくる喜びに繋がっていくのだと思い

ます。やはり“楽しい”ことにつながりました！！大事なことだと思います。 

〇まずいろんなコマがあってワクワクドキドキ、どんなものをつくろうかと思ってやりだしたのですが、

いざ素材の組み合わせ、色塗り、形の切り取りなどがそこまで自由にできないなと思ってしまいまし

た。ですが、周りの参加者のみなさんの作品がすごく素敵なものばかりで「なるほど～！こんなアイ

デアもあるのか、やってみよう！」と自分の作品に取り入れながらつくり上げることができました。

中学生になら、どう取り組ませようかというアイデアも聞くことができ、参加できてよかったです。 

また次回も参加しようと思います。 

１月月例会のお知らせ 

１月２１日(土) 会場：かぐのみ幼稚園 （東逗子駅より徒歩１０分） 

９：００～運営会議 

１０：００～ワンコイン研修会「色のお話と混色実験」＜講師：元福島大学教授 天形健先生＞ 

 前回も扱った「コマ」ですが、１月の研修では、色を付けたコマを回しながら、コマの色についての

様々なお話が聞けます。 

 つくる活動と作って遊ぶ楽しさ、そして遊びながら学ぶ喜びを十分に味わえる研修になると思います。 

 会場も「もりあげる会」とはとても縁の深い「かぐのみ幼稚園」です。懐かしいなと思われる方もたく

さんいるのではないでしょうか。この機会にぜひご参加ください。 



 

 

 

 

 

佐藤元己先生 「瑞宝双光章」の受賞おめでとうございます 

 元造形教育をもりあげる会の会長であられる佐藤元己先生が「瑞宝双光章」を受賞さ

れました。長い間の先生のご努力とご功績の証です。誠におめでとうございます。 

 佐藤先生とゆかりの深い会員の方からの祝福メッセージをご紹介します。 
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 佐藤元己先生、勲五等瑞宝章受章(The Order of the Sacred, gold and Silver Rays)のご受賞、おめでと

うございます。心よりお慶び申し上げます。 

 瑞宝章は、社会の発展のための重要なお仕事に永年にわたり従事され、優れた成績を挙げられた方に

授与されると伺っております。中でも瑞宝双光章は、副知事・市長など永く要職にて社会貢献をされた

方にもおくられるたいへん栄誉ある勲章です。 

 佐藤元己先生は、川崎市立小学校学校長、同市図画工作科教育研究会会長、造形教育をもりあげる会

会長、NPO 法人日本造形教育振興協会理事長・相談役ほかを歴任され、名実ともに学校教育や造形教育

の指導者として恪勤され、多くの後進を明るく励まし続けてこられました。これからも、私たち後進へ

のご指導を賜りたくお願い申し上げます。                     山口 喜雄 

 
佐藤元己先生、叙勲「瑞宝双光章」授章おめでとうございます。 

佐藤先生とは川崎市図画工作科研究会で佐藤先生が会長で私が事務局長の関係からご指導をいただい

たのが始まりです。その後佐藤先生が造形教育もりあげる会で会長をされているとき、私は副会長で働

かせて頂きました。また、共に幼稚園の園長の時、多くの幼稚園での造形教育の在り方に疑問を持ち、5

年間にわたり検討した結果、NPO 法人日本造形教育振興協会を立ち上げました。佐藤先生が理事長、私

が副理事長として努めてまいりました。佐藤先生とは一回り以上も違いますが、よき先輩として親しく

交わらせて頂いています。今でも機会あるごとに喫茶店でお会いし、お話をさせていただいています。

お会いするたびに私自身安らぎを感じています。これからもご健康に留意され、ご活躍されます事を願

っています。                                  平野 英雄 

 
 栄あるご受勲を祝し、謹んでお慶び申し上げます。長年のご功績が広く認められたものと存じます。 

 元己先生が川崎市立東小倉小学校の創立 10 周年に第 3 代の校長先生でいらしたこと。その後ご退官

の時に時に大作の油絵二点「馬」の絵を学校に寄贈されています。その後東小倉小学校が創立 30 周年の

時に私も同校に着任いたしました。ご縁を感じました。 

校長室には白い馬の絵、穏やかな光の中に優しい表情の白馬です。出勤すると、この白馬に挨拶をし

ておりました。さらに全校児童が観ることのできる職員室前の廊下に力強い馬の絵、タイトルは、「打破」

と掲げられています。私はその日の状況で、最初の挨拶はどちらの馬にするか決めておりました。「打破」

の馬の絵からは何度も力を頂いておりました。 

「白馬」の絵からは温厚であろうと何度も自分に言い聞かせておりました。元己先生から頂いた二頭

の馬の絵は今も東小倉小学校と地域の「守り神」として大切に掲げられています。 

今後とも教育界のためにご尽力くださることを願っております。          流石 良子 
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佐藤元己先生 『瑞宝双光章』受章おめでとうございます。 

 前園長で、現顧問であります佐藤元己先生が、長年の教育功労者として高齢者叙勲におきまして『瑞宝

双光章』を受章されました。長年のご功績に対する、栄あるご受章を心からお祝い申し上げます。 

 佐藤元己先生には、向原幼稚園の教育方針「みんなちがってみんないい」の教育を確立して頂き、造形

教育にも力を注ぎ、「創造性、自主性、積極性、感受性を豊かにし、生きる力を育み感性を養うことが大

切である」とする教育理念は当園の教育の基礎にもなっております。また NPO 法人日本造形教育振興協

会の創立者メンバーでもあり、保育園、幼稚園をはじめとする造形教育に関連する方たちには、子どもの

育ちを第一に考える「子ども主義」を目指した造形教育の啓発及び造形教育士の育成を行っていらっし

ゃいました。                                 板津 由美子 

 
佐藤元己先生、瑞宝双光章授章、誠におめでとうございます。 

 私は平成 10 年、横浜市保土ヶ谷区の園長会で理想の園長先生に出会いました。背筋が伸び、説得力の

あるご意見で他の園長先生方の頭を縦に振らせる堂々とした姿。その方は『小学校長退職後に園長になら

れ、造形が専門』と伺い、絵画指導に不安のあった私は積極的に近づきました。その方が佐藤元己先生で

す。馬が好きで、飛騨高山他、多方面に行かれ自然の中での馬を描かれてきた様子を話されました。私に

とっても馬は特別で父は物心ついた時から馬車馬をこよなく愛し仕事をしていました。馬車馬は怪我を

して働けなくなると手放すのですが、父が涙を流しながら撫でて、人参を差し出し、別れの際に馬の目に

涙が流れるのです。その事を元己先生に話したら『ほう、そうなんだ!!』と感動して下さったのです。 

 受勲なさった元己先生が馬を愛し、川崎市立小学校のいくつかの勤務地に迫力ある馬の絵を残されて

いるとの情報を耳にし、『馬の絵』に会いに行ってきました。米寿を迎えられても老眼鏡を必要としない

お元気な元己先生!! 若さの秘訣は、広々とした草原を駆け回る馬の姿を追いかけることですか。沢山の

本を読み、執筆活動を続け、造形教育の心理を追い求めるからですか・・・・・    増田 ツヤ子 

 
佐藤先生おめでとうございます！ 

佐藤先生との出会いは、20 年数年前になります。向原幼稚園です。 

「教育熱心な熱い先生が本当にいるんだな～」と思いました。一緒にお酒を飲みに行った時は、いつでも

前向きに幼稚園のこれからについての熱く話し合いました。園児のことについても、先生たちのことにつ

いても、何でも真剣に愛情をもって考えてくれました。次の夢についても話したことがあります。それが

小学校の先生です。応援して下さいました。沢山褒めてもらいました。褒めてもらうことの嬉しさを知っ

て、私も子どもたちを褒めて育てることができるようになりました。人の悪口を言わず、良いところを見

る、いくつになっても次の夢を見ることも教わりました。佐藤先生は永遠に私の尊敬する先生です。 

松本 有加 

 
 佐藤先生との出会いは、私が教員になって 2～3 年がたった頃のことです。図画工作科の授業研究会に

初めて参加しました。その研究協議会で、多くの先生方が意見交換をする中、ほとんどの先生が感想を言

う程度だったのですが、ある先生が授業に対する質問と内容への指摘を述べ、その後ご自身の意見を結構

鋭い感じで話していました。「ああ、こういう先生もいるんだ。すごいな」と、とても印象に残りました。

その方が佐藤元己先生でした。それが佐藤先生との出会いの第一歩でした。このときは私側からの一方的

な出会いでしたが。その後川崎市の図画工作科研究会でご一緒させて頂き、大変お世話になりました。 

 ご退職後、先生は 1 冊の本を出版されたのですが、その本の中に、当時私が研究で進めていた「評価計

画表」という、評価項目と指導の時系列をマトリクスで表し、具体的な評価の姿を示したものを掲載して

下さいました。その本は、今でも大切に私の指導指針として活用させて頂いています。 

 佐藤元己先生、瑞宝双光章授章、誠におめでとうございます。           宮川 友二朗 


